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(木材物理第 1研究室)

吸着体の熱処理がその内部表面(従って吸着量うを減少せしめるちと埠一粒的な現

象であって,Sintering とよばれている｡例えば coconutcharcoalJの Sintering

は,表 ･1のようである】)0

表 ･1

質材料の加熱が結晶領域を

拡大するこ卓は Ⅹ 線的研

究によっても実証されてい

る!)｡熱処理の効果として

紘,tこの外に,吸着熱の増

加も報告されている｡以上

の諸傾向を木材について検

sintering の機構として

は,普通加熱による微小体

の生長が考えられている｡

繊維質材料の熱処理が表 ･

2のように複屈折率を増加

するのは材料の鍔品性の向

上を意味する｡外に,繊癖

表 ･2 ヴイスコ-1ス人造繊維 (金丸)

討し既報3)の弾性ゲルに対する吸着式

V-1% ･(1+k･寺芸 )

Ⅹ:此蒸気圧,Ⅴ:吸着畳
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に於ゆる常数 n,vm 及び C の具体的な意味を尭察し薫う｡

Irnrlに つ い て
＼

●飽湿状態から気乾状態迄高周波乾燥した材と自然に乾燥した材 (何れもヒノキ)

との吸湿比較

試 片 :繊維方向 1.5mm切線方向 8mm,半径方向 60mm

処理温度 100～105oC}3時間｡ -

実験経過 ･'図 ･1の装置や匝温槽を用vlず,望温の下,

図 二1

○圧T7言†泉

(i)吸湿速度
(iけ各薫克圧での平衡吸着量

を測定した.2個の石英 spring に処理材と無処理線を1片づ摘 し,読取顛微鏡

(孟--)を左禦 移動して比較測定したO吸湿速度の測軍は適 溜めを上下する
事によDA及び Bを同時に開聞して吸湿開始時間の 同時性を期した.圧力は水

銀警 計を予 トメーター (忘 -m)で測定したo
実験結果 :一例を 図･2に示すO即含水率 11% 辺り迄は両者重く相等しや経過
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F̂日記腸 相

,F,:JT乾噴 け

を辿るもそれ以上では差異を生じてくる｡此れは上の吸着式中の常数 p及びVm

に変化はなくて,nが変化する事を意味し,熱処理材の方が nの値は小さいo

考 察 :上記の吸着式の誘導は,極 く高圧部を除き fI20が木材実質中の吸着

点に吸着される際,非結晶領域に存する隣接糸状分子問の距離を増大して単分子吸

着屑を作るという模型によった｡此れを図示すると図 ･(a)(a)に於て H20分子は

2本の糸状分子の作る空間の中,結晶領域と空孔との問に単分子層吸着して並んで
図 ･3 木材各部分の割合の模式図

(0-)未 処 !聖二桔
餌 食 擢晶吾E分望【横部 分 非 癌 晶
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いること匹なる (K-1の場合)｡ そして Ⅹ-1-のよきの-並びの分子数の最大値

が n･を与え,るわけであるO従って n一-∞ とは 図 ･4(b) のように糸状分子問の

結合がなくなることで無限膨潤を意味する｡

図 ･4

(a)着 眼 稔ヲ滑

上の実験結果のよ.うに他の常数が一定で nの値のみを異にする場合,nが大と

なれば非結晶領域の増大,nが小となれば結晶領域の増大を意味する (図･3･b)0

即ち,熱処理は木材の結晶領域の増大を意味する事が吸着式の常数 n の琴化よ9

直ちに判断できるわけである｡

]' ′〝vm〝 及〝C〟について

乾燥材を加熱した材と自然乾燥材の吸湿比較,

･ 試片 :ヒノキ,､寸法は上の実験と略同一,

熱処理経過 :1部に P205を入れた容器中に試片を入れて,サッカーも約4時間排
～ 8

気後,その容器のコックを閉じてそのまi恒湿器中で 130oCの下 5時間加熱した｡

実験経過 :前と同じ装置で恒温槽を働かせて等温線を求めその dataから

Ⅹ 1
Ⅴ(1-Ⅹ)~cvm ･k x

よ り C及 Vm を決定した｡

結果の｣例を図･5及図･6に示す｡即ち,Vm の減少,Cの増加をみた｡

68



mJ'"川川‖"･･"P川=川 州 川川"川川="････="""･=･"･･"""=･H""""‖州川日脚HW･･-日日･."""日日･第 4号 ●1953･･""日脚=

図 ･6

+･･i臼
0,J4

812

a(0

0.08

QO6

25℃

O10.20.30.405QE,
X

C10.20.30.40.5Q6Q70.8
湿一 度

.考察 ･'先ず Vm の減少の原因として熱処理による■1■■一

(1) 結 晶領域 の変化

(2) ･組 成分 の変化

の 2つが考 え られ る｡●

(1) 結 晶額域 の増 大

組 成分 に変 化 が な いと仮定して,Vm減少の機構を考えるに,Vmが減少す る と

ゆ うの は,K-1 を仮定した場合図時)(a)のn-1･なる位置のH20分子の中或 る

ものが な くな る こと,即ち,非結晶領域中に走行する相隣る2つの糸状分子が ,熱

I.ネル ギ ーを得 て原子間距離が小さくなb強く結合したiめに,(etherlinkageの

形 成 と STAMM はのべている),後に H20分子が近接してもその結合が破れな く

な る と考 え得 るわけで,此卑しを図示すると,図･7(a)の未処茸材に対して,同 園
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(b)に示すように突EPJ型結晶領域が形成されるわ伊である｡.即ち,結晶領域拡大の

機構に2痩あり,lら披"n′′効果にもとづくもので,例えると,永砂糖の生長型

であり,他は上記の2条件を仮定した場合の tlv.n′′効果にもとづくもので,金平糖

の /7っの〝形威型であるO-

図 ･7 木材各部分野割合の模式図

tal束処柁 ネオ
鹿島舶舟

併し,木材の吸湿に於て,Kキ1は既報の適中豆,.この場合,空隙部分の壁面-

の吸着を考慮に入れる必要があり,組成分変化の影感も考えられる.

(2) 組成分め変化

1芦5oC,2日間熱処理をうけた材の組成分変化は次表のようである6)9材はシトカ

トウヒであるO

′表 ･3 (HAWI.EY& WIERTELAX)

組 ･成

分解による演量

袷,温水及び l0/o･NiOH

抽出物合計

エーテル,アルコール

べyブール抽出物計

1)ダニ:/

セル77-ズ

ペyト-ず,/ .

無 処 理 材 l処 理 材

1.6

9

6

0

7

7■
3

1

4

3

5
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政義下,処理温度も棺低く,処理時間も短yl本実験の試片に於て,組成分の変化

は多少あるとしても,著しvlものとは考え難vToエネルギー常数Cの増加の僅かな

lことは,此の推論を間接的に証明しているのではなかろうか｡将来の粘弾性の節

究,Ⅹ線的研究を供って明らかになる問題である｡
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